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トからは、α, β 及び γ 線が放出されると考えられるが、γ 線のスペクトラムか
らアクチニウム 228 と臭素 77 を含有するものと考えられた。線量率はシート
の重ねあわせ方によって数種類を用いることができるが、α, β 及び γ 線をガイ
ガーカウンターで測定した場合、40〜131μSv/hr、γ線のみをサーベイメーター
で測定した場合は、1.7〜22.4μSv/hr の範囲であった。このシート上に蚕の卵を
置き、孵化させ、孵化からおよそ 14 日後から週 3 回の体重測定を行った。蚕
における X 線単回照射では、0.1、0.6、3.6、20、50Gy の線量を用い、同様に
体重測定を行った。 
 また同様のシート上で Balb/c♀マウスを 3 週齢から飼育し、体重を経時的に





線量率シートの群（γ線線量 13.4 と 22.4μSv/h の群）でコントロール群との間
に有意の体重増加効果が見られた（P<.001）。X 線単回照射の実験では、50Gy
照射群で他の群と比較して著明な成長遅滞を認めた。低線量率放射線放出シー



































 低線量の放射線を持続的に放出するシートを用いて実験を行った。このシートからは、α, β 及び γ




およそ 14 日後から週 3 回の体重測定を行った。蚕における X 線単回照射では、0.1、0.6、3.6、20、
50Gy の線量を用い、同様に体重測定を行った。 
 また同様のシート上で Balb/c♀マウスを 3 週齢から飼育し、体重を経時的に測定した。次に同様





線線量 13.4 と 22.4μSv/h の群）でコントロール群との間に有意の体重増加効果が見られた
（P<.001）。X 線単回照射の実験では、50Gy 照射群で他の群と比較して著明な成長遅滞を認めた。低
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